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あとがき 

 

マニュアル：SPACE 分散並列型動的解析編は、如何でしたでしょうか。

理解していただけましたでしょうか。SPACE システムそのものが複雑で、

容易には理解できないのに、さらにマスター、スレーブと異なった解析

手法を理解しなければなりません。しかも、両 PC 間でデータの共有を

図るためにデータ通信に関する知識を必要としています。ここでは、数

値解析と関係しない技術が多数出現しますが、少しでも理解するように

心がけてください。 

このマニュアルでは、マスターとスレーブにおける仕事の分担とデー

タ通信について書かれています。また、この並列用通信を実際に実行し

ているライブラリーMPI_c の仕様とそのプログラムについても詳細に記

述されています。これらを理解することで得られた知識は、他の分野に

も役立つことでしょう。 

 非線形数値解析は、各種の仮定から成り立っています。SPACE で用い

た仮定が全て最良というわけではありません。コンピュータの進歩を考

慮して SPACE も日々改良・改善を心がけます。この SPACE の改良に合わ

せて、分散並列型動的解析も変更します。また、読者が独自に分散並列

型の動的解析システムを設計する場合、このマニュアル：SPACE 分散並

列型動的解析編が少しでも役立てば幸いです。 

 

2003年 9月 1日 

村田 賢  
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